
出資法人等経営状況報告書

1作成年月日及び担当部署
農林水産郡 農政課平成 30年 8月 22日

※以下は平成 30年 2月 28日 現在十
~の
内容です。

2法人等の概要

3組織
(単位 :人 )

4主な事業
(1)担い手育成事業

121 農作業受委託支援事業

(9 水稲育苗支援

14)乾燥調製支援事業

(5)

(6)

(7)

1

公益財団法人 清里農業公社

理事長 梅澤 正直

回 常 勤 ■ 非常勤

□ その他□ 市派遣 □ 市兼務■ プロパー

新潟県上越市清里区上田島 122番地

砺〒軍
~『‐
百薪石:===| 打1導÷|11 70'そ30,000千 円

この法人は、上越市清里区における農業の担い手の育成、農作業の支援等を行うこ

とにより、中山間地域の農業生産の維持及び向上、農地の効率的利用を図り、もって

上越市清里区の農業の振興に寄与することを目的とする。

その他■→|
理事■■

取締役

0常勤

5 l4 2 61非常勤
5 l2 64

l 11正職員

0

1 I

22



5事業実績 (概要 )
(1)担い手育成事業

清里区内の認定農業者等に対し、農業経営の改善や農業技術の習得を支援した。

①  新規就農者支援
新規就農者 5名に対し面積拡大支援対策と各種情報提供及び仲間作りを行った。

② 新規法人支援
平成 26年度に新設された法人 ((農)水倉ファーム)に対し、支援を行った。

・各種情報提供

・法人間連絡調整

。その他支援

③ 生産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

農地所有適格法人 5法人の法人及び一般農家の経営発展にむけ、生産資材共同購入

及び生産物共同販売の組織化の支援を行つた。

12)農作業受委託支援事業

オペレーターとして、区内 5法人に対して支援を行った。

春作業支援   46日
秋作業支援   47日

俗)水稲育苗支援事業
地域農家の要望に応じ、67,086枚 の水稲播種作業を実施し、安定した苗の供給を支援した。

惚)乾燥調製支援事業
地域農家の要望に応じ、60ha(4,800俵 )の水稲乾燥調製作業を実施し、農業経営の効率

化と安定性の向上を支援した。

直近 3年間の事業実績の推移

事業名 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

春作業 オペレーター支援 46日 45 日 46 日

秋作業 オペレーター支援 47日 46 日 47日

水稲育苗支援事業 68,886枚 66, 626枚 67,086枚

乾燥調製支援事業 60.Oha 60.Oha 60,Oha
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6財務状況
(単位 :千円)

9, 1749,328

8 8 6

0 00

0 0 0

9, 9,1749,264

55 55

0 0l

12,125 12.188

9,8399,802 9,774

2,323 2,414 2,392

△3,014 △2,996△2,797

0 00

0 00

0 00

△3,014 △2,996△2,797

0 00

△2,797 △3,014 △2,996

75,386 72,37278, 183

72,372 69,37675,386

0 00

00030,000 30,000

30,000 00030,000

99,376105,386 102,372

102,442 99,448105,455

70 7269

102,372 99i376105,386

30,000 30,00030,000

69,37675,386 72,372
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7経営状況の予備的診断

予備的診断フロー

No Yes

Yes No

評価
― A-2

※ この評価に関連する特殊な事情又は要因など特記すべき事項

特になし

※ 公益法人においては、損益計算書を収支計算書・正味財産増減計算書に、当期利益を当

期正味財産増減額に、累積欠損金を正味財産の部合計に読み替える。

Yes

No

4

A-1
単年度黒字か

A-2

累積欠損金
があるか

A-3累積欠損金が資本
金の50%未満

単年度黒字か

A-4

累積欠損金が資本
金の50%以上 B

引き続 き経営努力を

行う。
A-1 累積欠損金がなく、単年度黒字

の

場合

累積欠損金がなく、単年度赤字の

場合

複数年の経過 を注視
しなが ら引き続 き経

営努力を行う。
A-2

経営改善の努力を要
する。

A-3 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度黒字の場合

累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度赤字の場合

経営改善の一層の努
力を要する。

A-4

累積欠損金が資本金の 50%以上の
場合

事業の見直 し等も含
めた抜本的な経営改
善を要する。

B



8市の関与の状況
(1)市の委託額 (単位 :千円)

:平成 27年度 平成‐23年度 平1成 Z9-年度

計 0 0 0

121 市の財政援助額 (単位 :千円)

1説―す1産 平成 28年度 .平成-29午暮| ||=■二備考 :=■■
① 補助金 (助成金 ) 0 0 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 0 0

9今後の経営計画等
(1)次期事業計画

清里農業公社の経営安定とともに、清里区の農業発展に寄与するため、次の基本方針による運営を

計画している。

。新規就農者、新規法人の支援

・農地所有適格法人 7団体の法人発展に向け、生産資材共同購入及び生産物共同販売の組織化支援

。清里区内の農地所有適格法人、生産組合、認定農業者との連携

・消費者に喜ばれる高品質、良食味の米作り、安全・安心な米作りを目指す

(21中長期経営計画

。中山問地域農業の振興 (中山問地域における農業法人等の支援)

採算性のある農業経営を目指すため、肥料や資材の共同購入でコスト減を図るとともに、農業

経営について指導・助言を行う。

・農地所有適格法人の法人間連携と立ち上げ支援

農地の集積・集団化を進め、法人間の連携を推進し、農作業の効率化を図る。また、担い手の育

成と法人立ち上げの支援を行う。
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公益財団法人 清里農業公社 経営状況報告資料

所 在 地

事業年度

上越市清里区上田島 122番地
3月 1日～翌年 2月末日

平成 29年度 事業報告

平成29年度 決算資料 貸借対照表

収支決算書

正味財産増減計算書

財務諸表に対する注記

財産目録

監査意見

7～ 11

12

13

14

15～ 17

18

19

20～ 21

22

平成 30年度 事業計画

平成 30年度 当初予算

6



平成 29年度の本法人の事業状況は、下記のとおりです。

1 農業の担い手の育成に関する事業
(1)新規就農者支援

新規就農した以下の 5名に対し、面積拡大支援対策と各種情報提供及び仲間作りを

行つた。

・上中條 笹川 (34歳) 。馬屋 風間 (27歳 )
。上田島 小山 (33歳) 。菅原 上原 (30歳 )
。今曽根 植木 (33歳) 。法人関係職員 40歳以下 約 10名

(2)新規法人支援

平成 26年に設立した下記法人に対し、支援を行った。

(農)水倉ファーム   各種情報提供、法人間連携調整、その他支援

(3)生産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

下記の法人及び一般農家の経営発展に向け、生産資材共同購入及び生産物共同販売の組織化

の支援を行った。

。(有)グ リーンファーム清里
。(農)北野生産組合
。(農)TONOフ ァーム
。(農)清里アグリのWA
。(農)水倉ファーム

・菅原・上原農場

。荒牧・酒井農場

2 農作業の支援に関する事業
(1)当公社が行つた作業支援

ア 耕絃代かき 。田植え・刈り取り等の農作業支援は農業法人等への機械を持たない

オペレータ支援

イ 乾燥調製   60ha(4,800俵 )

ウ 育苗播種作業 67,086枚
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利用権等の

再設定

*1

作業受委託

の斡旋調整

*2

施設利用

育苗・RC

*3

その他

作業連携

*4

(有)グリーンファーム清里 ○ ○ ○ ○

(農)北野生産組合 ○ ○ ○ ○

(農)TONOフ ァーム ○ ○ ○ ○

(農)清里アグリのWA ○ ○ ○ ○

(農)水倉ファーム ○ ○ ○ ○

(農)青柳生産組合 ○ ○ ○ ○

上中條・笹川農場 ○ ○ ○ ○

菅原 。上原農場 ○ ○ ○ ○

馬屋・風間農場 ○ ○ ○ ○

上田島 。小山農場 ○ ○ ○ ○

清里採種組合 ○ ○

櫛池農業振興会 (法人部会)

法人間連携

(2)区内農業法人・生産組合 。その他組織への作業斡旋等

農地の利用権をlttlグ リーンファーム清里を中心とした法人や一般農家へ再設定する

一般農家・法人等の作業受委託の斡旋調整

農業公社所有の育苗センター・RC(ラ イスセンター)利用

多面的機能支払作業・圃場手直し作業その他連携調整

*1

*2

*3

*4

3 農用地の保全に関する事業 (中山間地の農用地保全)
耕作を継続することが難しい農業者からの農用地を当公社が受託し、上記 2の (2)の「不可用権設定」

で○印が付いている組織等へ利用権を再設定し、平坦地に限らず、中山間地の農用地も保全すると共

に、担い手育成を行った。

8



平成 29年度の本法人の事業状況の詳細は、下記のとおりです。

工公財) 清里農業公社事業報告書

月   日 内 容 備  考

3/16～ 17 大分県北部振興局農政研修会 大分県佐伯市

3ノ
/26 坊ケ池土地改良区総会 清里コミュニティプラザ

3/24 農業公社監査会 清里農業公社会議室

3/2 8 育苗第 1回 目播種作業開始

3/29 第 1回農業公社理事会 清里農業公社会議室

4/5 肥料散布

4/6 耕絃開始

4/13 農業公社評議委員会 清里農業公社会議室

4/15 総理大臣と桜を見る会 新宿御苑

4/22 櫛池農業振興会総会 櫛池農業振興会

4/25 田植え作業開始 (農林 24号 上田島柿ノ木平より)

5/5 育苗最終播種終了

5/31 田植え作業終了

6ノ
/9 清里区農政に関する研修会 清里活性化交流施設

6/14 大規模ほ場整備研修会 (耕作者研修会) 清里活性化交流施設

6/29 新潟県版農業経営塾 開講式 (年 12回 ) 新潟県農業大学校

7/5 JICA独立行政法人国際協力機構 意見交換会 関川水系土地改良区

7/A-7/7 綺油楯皿会相察石弄修会 富 山見方面

7/13 大規模ほ場整備研修会 (六寸樋口研修会) 清里活性化交流施設

7/14 清里スマー ト農業研究会 臨時総会 清里コミュニティプラザ

7/26 新潟県特別栽培米現地調査

7/31ハツ8/4 早稲田大学実習生・農家研修

清里中学校 2年生・職場体験

一週間

7/27 上越市農業公社ヒアリング調査 清里農業公社会議室

8/1 第 1回上越市農産物等販売促進実行委員会 教育フ
°
ラサ
・

8/4 地域農政推進課来社  平成 30年度事業計画について 清里農業公社会議室

8/6 大規模ほ場整備集落座談会 (全 9地区)塩曽根地区より 各集落集会所

8/8 六寸樋口関係基盤整備打ち合わせ会議 清里コミュニティプラザ

8/9 菅原地区担い手ほ場整備研修会 清里コミュニティプラザ

8/9 櫛池地区の再ほ場整備に関する研修会 櫛池農業振興会
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8/17 米集荷対策会議 JAえ ちご上越清里支

8/22 モミガライト営業活動 関西産業訪問 滋賀県彦根市

8/25ハΨ8/27 職員研修会 新日本海フェリー新潟事務所表敬訪問 北海道方面

8/28 稲刈 り開始

8/28 農林水産祭 天皇杯現地審査

9/13 清里小学校 学校田稲刈り 清里区内

10/3 大規模ほ場整備代表者会議 清里コミュニティプラザ

10/20 山田俊男参議院議員来社 (農政懇談会) 清里農業公社会議室

11/2 稲刈り終了

11/3～ 5 川崎市民祭り参加 川崎市

11/5 清里そば祭り ビュー京ヶ岳

11/7～ 8 長崎県認定農業者研修会 長崎県壱岐市

11/9 秋の園遊会 赤坂御苑

11/15 櫛池農業振興会法人化研修会 櫛池農業振興会

11/16 平成 29年度作物総括検討会 三和区公民館

11/22～ 23 第 56回農林水産祭 明治神宮

11/28 天皇杯受賞報告 上越市長・地域振興局長

12/4 大規模ほ場整備代表者会議 清里コミュニティプラザ

12/5 北陸農政局次長来社 (農政調査) 清里農業公社会議室

12/14 中山問地域「売れるコメ作り」講演会 ユートと
°
ア頸城希望館

12/19 第 2回上越市農産物等販売促進実行委員会 直江津レインホ'―センター

12/8 清里区農家組合長会議 」Aえちご上越清里支店

1/16 関川水系土地改良区 園芸推進会議 関川水系土地改良区

1/17 株式会社,ヽ'イタルク
・
リーン講演会 長野県

1/20 天皇杯受賞祝賀会 清里活性化交流施設

1/21 上越市農政研修会 上越文化会館

l /2 6 農林水産祭天皇杯受賞者業績説明会 皇居 (北留の間)

2/2 第 2回農業公社理事会 清里農業公社会議室

2/8 圃場整備研修会 新潟 ア レサ

2/ 1 5 清里工区基盤整備説明会 関川水系土地改良区

2/16 清里区認定農業者連絡協議会 総会 清里コミュニティプラザ

2ッ
/22 実需者・取引先への視察及び情報交換会 新潟県内
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貸 借 対 照 表

平成30年 2月 28日 現在

科 目 当年度 前年度 増減

i 資産の部

1.流動資産

現金預金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産合計

(2,その他固定資産

建物

農機具

構築物

土地

電話加入権

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

‖ 負債の部

1.流動負債

預り金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

1。 指定正味財産

指定正味財産合計

(う ち基本財産への充当額)

2。 一般正味財産

(うち特定資産への充当額 )

正味財産合計

負債及び正味財産合計

6,278,555 6,2981323 △ 19:768

6,278,555 6, 2 981 △ 191768

30,0001000 30,000,000 0

30,000,000 30,000,000 0

36,142,935

1

51:520

26=900,000

741984

39t065,743

1

103!038

26.9001000

74,984

△ 2.922.808

0

△ 51,518

0

0

63.169,440 66・ 143,766 △ 2,974=326

93,169,440 96,143,766 △ 2,974,326

99,447]995 102:442:039 △ 2,994,094

71,967 69:844 21123

71,967 69,844 21128

71,967 69,344 2,123

301000,000 30:000,000 0

301000,000 30,000,000 0

儡01000,00ω

69i376,028

(0)

脩01000,00ω

72:372:245

(0)

m)

△ 2,996,217

(0)

9913761028 1021372,245 △ 2,996,217

99,447,995 102:4421089 △ 21994,094
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収支計算書
平成29年 3月 1日 から平成30年 2月 28日 まで

L空彊ヨ予算額

6,000
6,000

1,860,000
920,000
940,000
14,300
54,300

60,000
55,000
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1.経常増減の部
(1)経常収益
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収
収

取
業
　
　
収

援
援

受
事
支
支
業

援
産

播
乾

種 作 業 収 益
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搬
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什
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2

評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額

.経常外増減の部
(1)経常外収益
経常外収益計
(2)経常外費用
経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅱ

田 正味財
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正味財産増減計算書
平成29年 3月 1日 から平成30年 2月 28日 まで
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1.経常増減の部
(1)経常収益
基  本  財
基  本  財

産 運 用 益

支
業
業
事

業
作
作
設
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春
秋

農
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Ⅱ

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計
当期経常増減額

2。 経常外増減の部
(1)経常外収益
経常外収益計
(2)経常外費用
経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部
基  本  財  産   運  用  益
基 本 財 産 受 取 利 息
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

13



財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
該当なし

(2)棚m資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(3)固定資産の減価償却の方法
固定資産 (リ ース資産を除く)

減価償却資産について、定額法により直接減価償却を実施している。

(4)引当金の計上基準
該当なし

(5)キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
該当なし

(6)消費税の会計処理
消費税の会計処理は税込方式によっている。

2.会計方針の変更
該当なし

3.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

【基本財産】
0 30,000,00030,000,000 0定期預Ω

0 0 30,0001000′」ヽ  計 30,000,000

【特定貧産 Л

0 U0小  計
0 0 3U.UUυ ,Uυυ合  計 30,000,000

,I■暮籍真:経触な革i益近鐘麹錢銭鎮二』逮だ最農瞳ミ盛逮畠L襲

【基本貝な産 】
30.000,000 0 0定期預金 30,000,009

30.090,08U 0′Jヽ  計 30,000,00(

【特定資産】

0小  計 0

0 930.00U.OUU 30,000,00(合  計
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5 担保に供している資産
該当なし

6.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

7.債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

8 保証債務等の偶発債務
該当なし

9.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

10.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

H.基金及び代替基金の増減額及びその残高
基金及び代替基金の増減額及びその残高は、次のとおりである。

|1勢
=■
1坤申ネ筆 ||1学1騨未1募1言||||| |―科||1目

26,900,000土地 26,900,000 U

86, 142, 93597, 110,694 60,967,759建物

46,5141999 l農機具 46,515,000
5,100,326 51, 520構築物 5,151,846

74,984電話加入権 74,984 0

63,169,440合  計 175,752,524 112,583,084

0該当なし
0

U 0 0合  計

■■評価―才員益 ■「il■ |■→子|||イ山li●|
U該 当な し

0

0 0合  計 0

当期末残高 |―

―
耳解 :i学Ⅲ―増力日額|1補

助金等の名岸が

U該当な し

0

0 00 0

当―期末残 高|■当期増加額― ■1当期減少額■■ .|万斗|1日■|■■

U該当な し
0

0 U 0合  計 0
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経常収益への振替額
C ,000基本財産受取利息
.000合  計

12.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

13.関連当事者との取引の内容
関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

14.キ ャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

(1)現金および現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている金額との関係は以下のとおりである。

15.重要な後発事象
該当なし

16.その他
該当なし

2

瓢＝
‰
一

Ⅷ
趨
〓

醐棚脚腕Ｈ“
Ⅷ螂““
Ⅷ甥““ “Ｈ

該当なし
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財  産  目  録

平成 30年 2月 28日現在

費借対照表科目 場所 。物量等 使用目的等 金額

(流動資産)

現金預金 普通預金

えちご上越農協清里支店

第四銀行高田営業部

運転資金として 612781555

〔5,485,731)

(7921824)

流動資産合計 6.2781555

(固定資産)

基本財産

その他の固定資産

定期預金

建物

農機具

構築物

土地

電活加久権

えちご上越農協清里支店

農機具格納庫兼事務所
(自動火災報知設備含む)

乾燥調整施設

大型パイプハウス

水稲育首施設機械

ハウス内道路

2,190nf
上越市清里区上口島122

2,891 nf

上越市清里区上田島119

627.98Ef
上越市清里区菅原72-12

電話番号025-528-4270

き本財産に充てるために保有している資金
であり、定翔預金として管理している。

農機具格納庫 :公益目的保有財産であり、
公益目的事業の用に供している。
事務所 :管理運営の用に供している。

公益目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公森目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公益目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公益目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公益目的事業と管理運営の用に快している
共用財産である。

公盗目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公益目的保有財産であり、公益目的事業の
用に供している。

公益目的事業
共用財産であ

と管理運営の用に供している
る。

30i000,00ド

36.1421935

1

51,520

26,900,000

741984

固定資産合計 931169,440

責産合計 9914471995

(流動負債)

預り金

社会保険料

源泉所得税

職員預り2月 分社会保険料

職員預り1～ 2月 分源泉所得税

711967

(49,627)

(221340)

流動負債合計 711967

固定負債合計 0

負債合計 71,967

正味財産 9913761028
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平成 29年度会計監査報告について

公益財団法人 清里農業公社

7今
一

平成 29年度公益財団法人清塁農業公社 会計監査の結果について、次のとお

り報告いたします。

1 監査年月日  平成 30年 3月 22日 (木) 年後 4時

2 立会人 理 事 長 梅 澤 正 直

事務局長 保 坂 一 ノく

3 監査対象期間  平成 29年 3月 1日 から平成 30年 2月 28日 まで

4 監査の結果 平成 29年公益財団法人清塁農業公社の決算及び報告書に
基づき、事務手続き又、帳簿等の閲覧により実査確認を行い

監査し、その結果は適正であると認めます。

嘲
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平成 30年度事業計画

《 平成30年度事業計画 》

農政の転換期、減反政策が廃止される平成 30年が幕を開ける。生産者や集荷業者・団体は、国が

策定する需給見通し等を踏まえつつ、需要に応じた生産を行うことが必要不可欠となる。

このような中、生産者が自らの経営判断・販売戦略に基づき、「消費者に喜ばれる高品質、良食味

の米づくり」「安全、安心な米づくり」をより低コス トで生産できる経営の実現を支援すると伴に、

マーケットイン型の米生産の確立と地域の特性を生かし、農業法人・生産組合・認定農業者、それぞ

れが連携を図りながら、清里産米の販路の確保
。拡大に関して支援を行う。

また、「米価 9,600円以下で採算の合う経営」の実現の為に、清里工区のほ場整備事業の推進につ

いても早期の事業採択を目指し、率先して支援を行つていく。

1 農業の担い手の育成に関する事業

(1)新規就農者支援

新規就農した以下の 5名 に対し、面積拡大支援対策と各種情報提供及び仲間作りを

行う。

。上中條 笹川 (35歳) ・馬屋 風間 (28歳)
・上田島 小山 (34歳) ・菅原 上原 (31歳 )
。今曽根 植木 (34歳) 。法人関係職員 40歳以下 約 10名

(2)新規法人支援
・平成 26年に設立した下記法人に対し、支援を行う。

(農)水倉ファーム   各種情報提供、法人間連携調整、その他支援
・笹川農場 (上中條)上原農場 (菅原)法人化への支援

(3)生産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

下記の法人及び一般農家の経営発展に向け、生産資材共同購入及び生産物共同販売の組織化

の支援を行う。

。(有)グ リーンファーム清里 。(農)北野生産組合  。(農)TONOフ ァーム
。(農)清里アグリのWA   ・ (農)水倉ファーム        

″

・上原農場          ・酒井農場

2 農作業の支援に関する事業
(1)当公社が行う作業支援

ア 耕絃代かき 。田植え 。刈り取り等の農作業支援は農業法人等への機械を持たない

オペレータ支援

イ 乾燥調製   60ha(4,800俵 )
ウ 育苗播種作業 76,000枚
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利用権等の

再設定

*1

作業受委託

の斡旋調整

*2

施設利用

育苗 。RC

*3

その他

作業連携

*4

(有)グ リーンファーム清里 ○ ○ ○ ○

(農)北野生産組合 ○ ○ ○ ○

(農)TONOフ ァーム ○ ○ ○ ○

(農)清里アグリのWA ○ ○ ○ ○

(農)水倉ファーム ○ ○ ○ ○

(農)青柳生産組合 ○ ○ ○ ○

上中條・笹川農場 ○ ○ ○ ○

菅原・上原農場 ○ ○ ○ ○

馬屋・風間農場 ○ ○ ○ ○

上田島・小山農場 ○ ○ ○ ○

清里採種組合 ○ ○

櫛池農業振興会 (法人部会)

(2)区内農業法人・生産組合 。その他組織への作業斡旋等

農地の利用権をlttlグ リーンファーム清里を中心とした法人や一般農家へ再設定する

一般農家・法人等の作業受委託の斡旋調整

農業公社所有の育苗センター・RC(ラ イスセンター)利用

多面的機能支払作業・圃場手直し作業その他連携調整

*1

*2

*3

*4

3 農用地の保全に関する事業 (中山間地の農用地保全等 )

(1)農地の流動化支援

耕作を継続することが難しい農業者からの農用地を当公社が受託し、上記 2の (2)の「不げ用権設定」

で○印が付いている組織等へ利用権を再設定し、平坦地に限らず、中山間地の農用地も保全すると共

に、担い手育成を行う。

(2)清里工区ほ場整備の推進支援

高生産農業を推進し、農業経営の体質強化を図るため、農業競争力強化基盤整備事業を導入し、関

係地域農家の生産基盤の確立及び農業経営の安定、併せて事業による地域開発の推進を図る。

20



ツ

公益財団法人 清里農業公社
正味財産増減計算書 (予算書)
平成30年 3月 1日から平成31年 2月 28日まで

科  目 当年度 前年度 増減

I 一般正味財産増減の部

 ヽ経常増減の部
(1)経常収益

基本財産運用益 10,000 10.000 0

基本財産受取利息 101000 10;000 0

事業収益 8,960,000 9100,000 △ 140,000

農作業支援事業収益 l1800,000 ti340i000 △ 40,000

施設事業収益 7:1601000 , 71260,000 △ 100,000

推収益 10,000 10.000 0

雑収益 10;000 1  10,000 0

機常収益計 8,980,000 9,120,000 △ 140,000

(2)経常費用

事業資 13.570,900 9,890,000 3,680,900

給料手当 8,361.600 3,215,600

退職給付費用 289,000 2891000 0

福利厚生費 1.326i600 482,600

通信運搬費 20,000 121000 8,000

減価償却費 2,704i200 12:729,000 △ 24,800

消耗什器備品費 7.500 △ 500

修構貴 30.000 90;000 0

燃料貴 45.000 i4Si009 0

保険料 63i000 0

租税公課 6741000 |:   
―
o74,000 0

推費 501000 50,o00 0

管理費 3.214,100 2,310,000 904.100

給料手当 21038.400 |1112541000 784,400

退職給付費用 71,000 0

福利厚生費 323,400 1206i000 117,400

会議費 100.000 || 
― -1001000 0

旅費交通費 4α000 40i000 0

通信運搬費 51000 |||||131000 2,000

減価償却費 270,800 △ 200

消耗什器備品費 7.500
―
17:00 500

燃料資 5,000 0

光熱水料貴 20,000 :29,009 0

保険料 7,000 0

租税公課 26.000 0

支払負担金 50,000 50,000 0

雑費 250,000 2501000 0

経常貴用計 18,785,000 12,200,000 4,585,000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 7.805.000 △ 3.080,000 △ 4,725,000

評面授益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 7.8051000 △ 3,080,000 △ 4,725,000

2経常外増減の部

(司 )経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0

当期一般正味財産増減額 △ 7,805,000 △ 3.080,000 △ 4,725,000

一般正味財産期首残高 72,372,24も 75i385,856 △ 3,013,611

一般正味財産期末残高 64.567,245 72,305.856 △ 7,738,611

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 301000,000 30,000,000 0

指定正味財産期末残高 30,000000 30000,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 941567.245 102.305,856 △ 7,738,611
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